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令和2年度 栃木支部保険者機能強化予算事業の進捗状況

１．支部医療費適正化予算
予算枠 13,026千円 支部計画 13,000千円

（1）医療機関を通じた、患者へのジェネリック医薬品情報提供 （実施中）

（2）15歳未満加入者のジェネリック医薬品使用促進のための情報提供 （実施完了）

①期間 令和2年6月、12月

②数量 栃木県内 2,250医療機関、1,650保険薬局 ※延べ数量

③進捗状況
6月実績

患者向けチラシ配布数

若年層向け：1,865枚 慢性疾患患者向け：430枚

④金額 予算：590千円

①期間 令和2年9月

②数量 計画：30,000世帯 実績：30,999世帯

③進捗状況
15歳未満の被扶養者がいる被保険者に対し、医療保険制度の理解促進のため、「時間内受診」、「＃8000」、

「ジェネリック医薬品」に関する圧着DMを送付。

④金額 予算：2,040千円 執行額：1,560千円
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令和2年度 栃木支部保険者機能強化予算事業の進捗状況

（3）YouTube広告を活用した協会けんぽの意見発信 （実施中）

（4）事業主に響く媒体でのインセンティブ制度の広報 （実施中）

①期間 令和2年7～11月

②数量 視聴回数10万回

③進捗状況

小児のジェネリック医薬品使用促進のため、親世代をターゲットにしたYouTube広告を実施。

属性：栃木県内利用者、25～54歳「子供なし」を除く

総視聴回数：40,686回／広告表示回数105,122回

視聴率：38.7％ （7月23日～9月10日）

④金額 予算：1,320千円

①期間 調査：令和2年6月 広報：令和2年12月～令和3年3月

②数量 6,500事業所

③進捗状況
被保険者10名以上いる事業主に対しメディア広報に関するアンケートを実施。

回答数：1,729名 回答率：29.9％

アンケート結果に基づく広報媒体の選定しインセンティブ制度の広報を下期に実施予定。

④金額 予算：3,870千円
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令和2年度 栃木支部保険者機能強化予算事業の進捗状況

2. 保健事業予算 予算枠 54,273千円 支部計画 54,022千円

（1）事業者結果データ取得事業（生活習慣病予防健診切替勧奨含む） （実施中）

（2）特定保健指導該当者への健診受診前案内 （実施中）

①期間 令和2年8月～令和3年3月

②数量 ①新規同意書取得勧奨 1,500事業所 ②取得済同意書内容確認・データ取得 1,500事業所

③進捗状況

6月から事業を再開し、調達を進め7月に委託業者と契約。8月から1,500事業所に、栃木県・栃木労働局との連名による新

規同意書取得勧奨を実施している。10月からは、取得済同意書の内容確認とデータ取得を始めている。

その際に、生活習慣病予防健診のメリット（健診費用の補助があり、検査項目が定期健康診断の項目を含み充実しているこ

と）を伝えながら、定期健康診断からの切り替えを促している。

④金額 予算：5,711千円

①期間 令和2年9月～令和3年3月

②数量 送付対象者（予定）：9,200人

③進捗状況
令和元年度の生活習慣病予防健診の結果から、特定保健指導該当者を送付対象者として抽出。再び特定保健指導の該

当とならないよう、自身の健診結果や生活習慣を振り返ってもらうような内容のリーフレットを、対象者の健診受診日の2か月前

を目途に送付している。

④金額 予算：462千円
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令和2年度 栃木支部保険者機能強化予算事業の進捗状況

（3）未治療者に対する受診勧奨業務 （実施中）

①期間 令和2年8月～令和3年3月

②数量 勧奨対象者数（予定）：3,500人

③進捗状況

健診結果で要治療と判定されながら医療機関を受診していない者に対し、生活習慣病の重症化を予防し医療費の適正化、

QOLの維持を図ることを目的に、事業再開後に調達を進め、8月から電話勧奨を開始している。

④金額 予算：7,700千円

本部1次勧奨発送 事業所宛通知発送 電話勧奨 対象者数

6/30（R1.10健診分） 7/31 8/5～
1,371人

6/30（R1.11健診分） 7/31 8/5～

7/31（R1.12健診分） 9/1 9/9～
494人

7/31（R2.1健診分） 9/1 9/9～

8/31（R2.2健診分） 10/1 10/8～ 294人

9/30（R2.3健診分） 10/30 11/6～ ―

（4）被扶養者の健診未受診者を対象にしたオプショナル健診の実施 （実施中）

①期間 令和2年7月～令和3年3月

②数量 実施回数（予定）：51回

③進捗状況
事業再開後に健診機関と協議し計画を修正、7月からオプショナル健診を実施し9月までに21回実施した。下期には30回実

施する予定としている。また、健診案内の開封率向上を図るため、封書から圧着はがき仕様に変更して実施した。

④金額 予算：14,000千円

本部1次勧奨発送 事業所宛通知発送 電話勧奨 対象者数

10/30（R2.4健診分） 12/1 12/7～ ―

11/30（R2.5健診分） 12/28 1/7～ ―

1/4（R2.6健診分） 2/1 2/4～ ―

1/29（R2.7健診分） 3/2 3/8～ ―

2/25（R2.8健診分） 3/8 3/11～ ―


